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え
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世
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台
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は
淡
水
河
に
接
し
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て
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易
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に
台
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近
台
湾
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気
急
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中
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、
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き
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合
型
。
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中
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新
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線
の
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で
交
通
も
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便
に
な
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、
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幕
か
ら
た
っ
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一
年
で
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況
を
博
し
て
い

る
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嘉
義
市
は
小
さ
い
な
が
ら
も
美
し
い
町
だ
。
日
本
時
代
の
史
跡
の
ほ
か
、
台
南
と
同
じ
よ
う
に
多

く
の
古
民
家
が
点
在
す
る
。
し
か
も
近
く
に
阿
里
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヒ
ノ
キ
造
り
の
見
事
な

和
風
建
築
が
残
さ
れ
て
い
る
。

文�柳本通彦�������

人口���万の大都市台北の最初の玄関口は艋 （現在の万華）であった。淡
水河を遡上した貿易船はここに荷を下ろした。その後付近に土砂が堆積し、
物資の集散場は下流の大稲 （現在の迪化街一帯）に移った。��	�年の天
津条約により淡水港が開港するや大稲 は国際貿易の拠点として発展し、
その栄華のあとはいまも街並みに面影をとどめている。




